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日時：２０２０年９月２０日（日），２１日（月・祝），２２日（火・祝）
場所：名古屋大学工学部・工学研究科・情報学研究科 IB電子情報館 （名古屋市千種区不老町）
大会実行委員長：時田恵一郎（名古屋大学大学院情報学研究科　 tokita@i.nagoya-u.ac.jp）
大会ホームページ：https://sites.google.com/view/jsmb2020conference# $

第３０回日本数理生物学会大会を，２０２０年９月２０日～２２日に，中部地区他各地の会員および名古屋大学
関係者の協力により運営することになりました。会場は名古屋大学内の会場（以下のキャンパスマップ建物番号C3

①）を利用して開催いたします。
http://www.nagoya-u.ac.jp/access-map/higashiyama/engg.html

本大会は２０１３年に静岡大学浜松キャンパスにて年会が開催されて以来，７年ぶりに中部地区で開催される数
理生物学会です。名古屋大学においては初の開催となります。実行委員会委員一同張り切って企画を進めて参りま
したが，昨今の新型コロナウイルス感染症流行に鑑み，オンライン開催も視野に入れて準備を進めているところで
す。そのため，重要な締切等を含め，急な予定の変更を余儀なくされる可能性もあり，このニュースレターでのご案
内は最小限にとどめたいと思いますので，問い合わせ先等を含む詳細につきましては上記大会ホームページを随時
ご確認頂きますようお願い致します。皆様の多数のご参加をお待ちしております。どうぞよろしくお願い致します。

大会実行委員
一ノ瀬元喜（静岡大学），一宮尚志（岐阜大学），岩見真吾（九州大学），上原隆司（名古屋短期大学），
大平徹（名古屋大学），小山宏史（基礎生物学研究所），佐藤一憲（静岡大学），鈴木麗璽（名古屋大学），
瀬戸繭美（奈良女子大学），塚田祐基（名古屋大学），時田恵一郎（名古屋大学），南和彦（名古屋大学），
宮崎倫子（静岡大学），武藤敦子（名古屋工業大学），望月敦史（京都大学），守田智（静岡大学）

Advisory Board

有田隆也（名古屋大学），宇沢達（名古屋大学），小西哲郎（中部大学），笹井理生（名古屋大学），
笹原和俊（名古屋大学） ，三小田 博昭（名古屋大学），中丸麻由子（東京工業大学），中岡慎治（北海道大学），
難波利幸（大阪府立大学），野崎健太郎（椙山女学園大学），山内淳（京都大学），渡辺武志（名古屋大学）
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一人ぼっちで年大会を開催することとは

2019年大会委員長　中丸麻由子 ∗
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ある日、研究室の電話が鳴った。受話器を取ったと
ころ、数理生物学会事務局幹事からであった。早い話
が、2019年大会開催を引き受けて欲しいというもの
だった。私の知っている範囲では東京工業大学には他
に数理生物学会の会員もおらず、私の研究室には社会
人の大学院生しかいないため、手伝ってくれる学生も
見込めない。数理生物学会規模の学会を一人で行うの
は無理であるため、お断りをした。幹事によると、関
東圏の他の大学では、講義室が小さくて学会開催が難
しいとか、場所が街中から離れているために懇親会会
場へのバスをチャーターする必要があってお金がかか
る、会場費が非常に高いなど、様々な理由があって開
催できないということだった。そして、関東圏の数理
生物学会会員が実行委員として手伝ってくれると思う
ので大丈夫だ、と言うことだった。日頃お世話になっ
ている数理生物学会にはたまにはお返しをしなければ
と言う思いもあり、引き受けることにした。
数理生物学会に所属する教員も複数人おり、準備を
してくれる通常の学生もいる研究室で学会を開催する
のが妥当なのかもしれない。が、私のように学内に一
人しか数理生物学会員がおらず手伝ってくれるような
学生もほぼいないような状況において年大会開催を引
き受けなければならないこともある。今後、同じよう
な状況になる会員もいると思うので、一人ぼっち状態
で年大会を準備する上で参考になりそうなことを説明
する。

（１）役割分担
全てのことを一人で行うのは無理である。東京工業
大学の周辺地域には数理生物学関係者が比較的多かっ
たこともあり、その人たちに東工大にいなくてもでき
るタイプの仕事の役割分担をすることになった。学会
web pageの開設、参加および講演受付、シンポジウム
の受付及び選定、学会プログラムの作成、要旨作成で
ある。一昔前ならば、関係者が一箇所に集まらないと
できなかった仕事も、インターネットやコンピュータ
の発達のおかげで分業が可能になって手間もかからな
くなった。例えば、一昔前ならば郵送で学会申し込み
や要旨提出をしていたのだが、今は google formで参
加申し込みをすると自動的に参加者リストが作成され

∗東京工業大学　環境・社会理工学院

るのである。要旨については、例年の数理生物学会年
大会の方針に倣ってメールでの受付としたが、google

メールでの受付のため、関係者であれば誰でもメール
を一覧できる状況であったので、担当者に要旨ファイ
ルを整理してもらった。要旨集は PDFとして年大会
web pageからダウンロードする方針にしたので、印
刷業者に依頼する手間が省けた。良い時代になったと
思う。

（２）託児所について
数年前の浜松大会の時に２歳になる前の子供と一緒
に数理生物学会に参加した。この時、最初は大会では
託児所は用意しないということで、一時子供預かり施
設を紹介していただき、１時間の利用料金が千円以下
とお得であったこともあって、そこへ預ける予定で進
めていた。私以外にも子連れ参加者がいたためか、学
会でイベント保育をすることになり、そちらを利用す
ることにした。学会会場のすぐそばの講義室などで預
かってもらえたので送り迎えの手間が省けるので非常
に便利だった。利用料金が１時間 700円だったと思う。
当時は全額利用者負担であり、残念ながら勤務先の東
工大からも補助はなかった。それはともかく、学会に
参加して発表もできたので、イベント保育があったの
は大変助かった。
自分が年大会を開催するにあたって、イベント保育
会社数件に見積もりを依頼した。数理生物学会では、
過去の託児所利用者が１－２名ぐらいであったので、
仮に２名の０－２歳の子供を３日間あずけるとした。
すると 25ー 30万円ぐらいかかるという試算であった。
首都圏のために非常に高額だったのだ。学会としては
この出費はサポートするという方針とはいえ、この金
額は高すぎると思ってしまった。また、年大会実行委
員の中に東工大の教員が１名しかいない中、学会当日
は年大会のこまごまとした仕事や受付業務に加えて、
シッター派遣会社とのやりとりが生じてしまうと、手
が回らなくなりそうだった。大学が用意している保育
場所の鍵の管理は全て私が行わねばならない。しか
し学会会場から若干はなれてしまうため、保育場所と
学会会場の往復をするのは難しいだろうというのも
あった。
東京工業大学は都心にあるおかげで、周辺地域では
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一時利用者޲けの一時子供預かり施設が比較的ॆ実し
ていた。１時間 1500ー 2000円が૬場であるので、仮
に１名を一日̓時間３日間預けたとしても 3ー 4万円
ぐらいである。浜松大会の自分のݧܦからするとイベ
ント保育の方が子供を預けるଆからするとָである。
一方、ओ催者のཱ場になると、一時保育施設利用への
補助をした方がイベント保育をするよりもࡁܦ的にも
࿑ྗ的にも都߹が良いということで、一時預かり保育
への補助を選Μだ。この൑断がよかったのかどうかは
よくわからない。݁局、2019年大会には利用者はいな
かった。

（３）֤छ申し込みݶظについて
参加者を૿やすのであれば֤छ申し込みのظ日は஗め
の設定がいいのだが、そうすると一人ぼっちの年大会
ӡӦでは事務ॲ理が間に߹わない。一ൠ講演での講演
申し込みや要旨提出を早めにకめ੾ったので、手伝っ
てくださっている大会実行委員の予定にあわͤてプロ
グラム作成を進めることができた。また、参加費౳の
ئ෷いの֬ೝなどについては研究室のൿॻさΜにおࢧ
いした。ৼ込కめ੾りも早めにして、కめ੾り後は全
て当日ࢧ෷いとしたので、ࢧ෷い者へのྖऩॻの準備
などはॱௐだった。
໰୊は当日申し込み及びࢧ෷い者である。できれば

当日申し込みの手間をݮらしたいため、早ظ申し込み
と当日申し込みで会費ࠩをつけてインηンςΟϒをつ
けたのだ。きっと人間は߹理的に物事を൑断して、早
、申し込みまでに会費をৼり込Μでくれているはずだظ
と予ଌしたのだった。しかし、これが予ଌ通りになら
なかったのである。֖を開けると、当日参加申込者が
多かったのだ。そのため、予૝以上に参加費ऩӹがあ
り、༨৒金が生じてしまった。早ࢧظ෷者へのインη
ンςΟϒがޮかなかったようだ。これは൓省఺である。
東京大会なのでシンポジウムや一ൠ講演の申し込み

者も多いだろう、と予ଌしていたが、シンポジウムも
一ൠ講演も思ったほどではなかった。֤छ申し込みの
కめ੾りを早めにしたͤいかもしれない。あるいは、
Bio-mathメーリングリストでのみのએ伝だったためか
もしれない。開催時ظは݄̕の３連ٳだったので、数
理生物学会と同じ日時で様々な他の学会が開催されて
いたためかもしれない。2019年 7݄ 27日付ຖ日৽ฉ
によるとӡӦ費ަ付金ݮ࡟౳のため全ମ的にどこの学
会も学会会員がݮっているようで、それが理由なのか
もしれない。理由をあげ出すときりがないが、学会開
催者となった場߹は、参加者数と手間のトϨードΦフ
を考えてక੾日を設定した方が良いだろう。

（̐）学会当日の学生Ξルバイトについて
学会開催日数日前になるとྖऩॻ作成、ポスター関係
のグッζの用意（ポスターϘードで҆全ピンは࢖用可
能か、の֬ೝとか）、名ࡳのௐ達、ҿみ物や஡՛子の用

意、受付グッζの用意、ཱて؃൘の用意と学会Ҋ内൘
の作成など、様々なࡉかい作業が発生してしまい、一
人ぼっちでの年大会ओ催をする਎としては非常に大変
である。グッζなどのߪೖはΞスΫルを利用した。Ξ
スΫルはネームプϨートから஡՛子からコーώー（Ξ
イスコーώー　 1リットルサイζのύッΫ）まで全て
ଗうので非常に便利である。ܖ໿している業者ܦ由で
ΞスΫルのࢧ෷いをすることになっているおかげで、
学会ऴྃ後にݱ金でのࢧ෷でも大丈夫ということで、
全員からの参加費の௃ऩ後にࢧ෷いができたのは非常
に助かった。研究室のൿॻさΜが௒過勤務をշ୚して
くださって、ࡉ々とした仕事を引き受けてくださった。
また、社会人学生が親੾にも当日の受付業務を手伝っ
てくださったので当日ࢧ෷いのお金の管理を೚ͤるこ
とができた。໰୊は、講演会場にுり付くর明係やタ
イムΩーύー、ϚイΫ係、受付係、஡՛子担当などの
Ξルバイトのௐ達である。
実行委員のΞイσΟΞもあって、人を集めやすくす
るために時څは高めとした。学生Ξルバイトのื集の
仕方についても実行委員から৭々と意見があったが、
東工大の非会員の学生にΞルバイトื集をかけること
になった。私の研究室が大ԬࢁΩャンύスにあれば、
大Ԭࢁのࣔܝ൘にΞルバイトื集のࢴをషるのだが、
あいにく研究室のあるాொΩャンύスは۠ߓのΦフΟ
ス街にあって、学生の出ೖりがほぼないような場所で
ある。社会人学生が多いこともあり、ࣔܝ൘にషって
ื集しても誰も集まるײじでもない。そこで、まずは
知り߹いの東工大の先生におئいしてその先生の学生
に੠をかけていただいた。社会人学生が親੾にも大学
生のお子さΜに੠をかけてくださった。一時は人数は
଍りていたが、ٸ用౳でのΩャンηルもあり、人数が
若干଍りずにࠔっていた。学会開催日の前日に、（こ
の様な人手ෆ଍の状況を࡯したのかʁ）会長のҴ༿先
生が自分の学生にお手伝いをするようにと੠をかけて
くださったおかげで、なΜとかΞルバイト学生の必要
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ことができた。この場をआりておྱを言いたい。
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4 JSMB Newsletter No. 91 (2020)

ているが、Ԇ長保育でも最長̔時൒までしか預かって
もらえない。̔時過ぎても準備がऴわっていなかった。
ൿॻさΜが親੾にも残りの仕事を引き受けてくださり、
料は年څかったのだった。もちろΜ޲いで保育Ԃにٸ
大会のऩӹからࢧ෷っているとはいえ、ൿॻさΜもご
Ոఉの事৘がある中、親੾心で௒勤を引き受けてくだ
さったのだ。人の親੾のおかげで数理生物学会を開催
ができたと思うと಄が下がるばかりである。

その様な状況に加え、学会の会ܭ幹事も引き受けて
おり、ࡉかな作業の要ٻされる会ܭใࠂॻも作りなが
らの年大会開催となった。ؾがつけばあっという間に
学会開催ظ間の３日間がऴわっていた。ັྗ的な発表
が多かったとฉくが、あまりௌ講できなかったのが非
常に残念である。学会講演については、実行委員の一
人であったࠇᖒさΜのߘݪをͥͻಡΜでいただきたい。
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第２９回 日本数理生物学会 参加報告記

黒澤元 ∗
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2019年の日本数理生物学会は、9月 14日から 16日
まで東京工業大学で開催されました。大会の実行委
員長は、東工大の中丸麻由子氏です。私は実行委員を
つとめさせていただき、大会のプログラム編成などに
関わりました。私は 40代で、2000年の大会（当時は
数理生物学シンポジウム、静岡大会）から参加してい
ます。今回も例年通り、分子生物学から生態学まで幅
広いテーマについて研究発表が行われました。個人的
には、数理生物学の研究者が活躍しているシステム生
物学の国際学会 International Conference for Systems

Biologyが同じ年の10月末から沖縄で開催されたため、
分子生物学や発生学の分野の参加者が少なくなること
を心配しましたが、心配のしすぎだったようで、幸い
多くの方が参加されました。

1. シンポジウムなどの報告
　本大会には、ニュースレターの読者の多くが参加さ
れましたので、私の報告はあまり役に立たないかもし
れません。ですが、大会委員長から報告の依頼をいた
だきましたので、シンポジウムや発表について個人的
な感想を書かせていただきます。本大会では、一般講
演・シンポジウム・受賞講演が行われ、シンポジウム
は、全て公募の形で受け付けました。行われたシンポ
ジウムは、以下の通りです：
• 時間波形の数理生物学
• 免疫システムを創出する細胞・分子群のダイナミ
クス

• えこえぴ-空間動態と進化動態を定量する-

• 経時的ゲノム進化動態を定量する
• 数理生物学の生命観
• データに基づく細胞・組織生物学
• 概日時計と生体環境の階層的相互作用-理論・実験
によるアプローチ

• 農学における数理生物学
• ウィルス感染を統合的に理解する
今回行われたシンポジウムは、実験生物学者など数理
生物学以外の分野の講演者も多く、よく練られた素晴
らしいシンポジウムばかりでした。魅力的なシンポジ
ウムを提案し、実現してくださったオーガナイザーの
方々に大会実行委員会のメンバーとして心から感謝い

∗理化学研究所 iTHEMS, 株式会社 JSOL

たします。
今回の大会では、100人をこえる参加者を集めて盛

り上がっていたセッションがいくつもありました。毎
年7000人以上の人が参加する日本分子生物学会の年会
でも、並行してたくさんのセッションが行われるため、
一つの企画シンポジウムで 100人以上の聴衆を集める
のは簡単ではありません。もちろん、シンポジウムは
人数を集めれば良いというものではありませんし、中
身のある議論が行われることの方がずっと重要ですが、
自分が企画したシンポジウムが盛り上がることは嬉し
いものです。他学会と比べて、数理生物学会の大会の
公募シンポジウムの採択率は高いと思いますので、公
募シンポジウムに応募したことのない大学院生やポス
ドクの方は気軽に提案することをおすすめします。個
人的な経験では公募シンポジウムを企画することのメ
リットは、(1) 目立てる、(2) 自分が面白いと思う問
題・分野を広くアピールできる、(3) (講演に招聘され
て断る人は少ないので)自分が素晴らしいと思う研究
者と親しくなれる、(4)学会の前後を含め講演者と話
す時間が十分にとれる、(5) 共同研究のタネをえるこ
とが多い、などたくさんあります。講演者とのメール
のやり取りが緊張するとか、メールのやり取りに時間
が取られるとかデメリットもありますが、メリットに
比べれば小さなことと思います。本ニュースレターが
届くころには 2020年大会の公募シンポジウムは締め
切られたかもしれませんが、機会があれば応募しては
いかがでしょうか。
本大会では面白いシンポジウム・ユニークなシンポ
ジウムが多かった一方で、少し分野のかたよりがあっ
たように感じました。例えば、細胞内オルガネラのシ
ミュレーションや、動物などの動きのモデルについて
一般講演ではすぐれた発表がいくつもありましたが、
細胞生物学や行動学分野のシンポジウムの提案は今回
ありませんでした。また、インフォマティクスやAIと
数理生物学の境界領域に位置するようなシンポジウム
の提案もありませんでした。実行委員会の方から、応
募の少ない分野や新しい境界領域の研究者に直接連絡
して、シンポジウムの提案を促すような働きかけをし
ても良かったかもしれないと個人的には感じました。

2. 新しいと思った研究は？
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　๯಄に書きましたように、個人の感想なのでॖڪで
すが、いくつか私が面白いと感じた発表について書か
せていただきます。個人的には数理生物学会の大会の
魅力の一つは、あまり数理的な研究が行われていない
生命現৅についてわかりやすい話がฉけることです。
今回もͦのような発表がたくさんありました。例えば、
๺大のޱࢁ良จ氏のౙ຾についての発表です。ౙ຾は
͝ଘ஌の通り、ౙのӤのない時ظに体Թを大幅に下͛
ることによりΤネルΪーফඅをམとし生きԆͼる現৅
であり、ᄡೕྨやௗྨのいくつかのछにݟられます。
ౙ຾自体はੲから研究されてきましたが、ౙ຾ظ間が
どうܾまるか、あるいはౙ຾のきっかけはԿかといっ
た基本的な問題が໌らかになっていないͦうです。例
えばޱࢁ氏がѻうシリアンϋムスターは 4౓の௿Թ環
境下に置かれつづけると、70∼ 120日の間ౙ຾します。
ຯਂいことに、௿Թになってすぐにౙ຾するわけでڵ
はなく、（個人ࠩはあるものの）௿Թ環境にうつされて
から 50∼ 120日くらいたってからౙ຾するͦうです。
氏は、௿Թ環境シフトしてすぐの体重が軽い個体ޱࢁ
΄ど、よりૣいタイミングでౙ຾を࢝めることをۙ࠷
໌らかにしました。ޱࢁ氏はౙ຾というະ౿の問題に
௅Ήために、100日以上の体Թの計ଌ、さらには体内
のҨ఻子発現や代謝物࣭の計ଌを行っているͦうです。
このような新しい実験データと数理モデルを組Έ合わ
せることで、研究が進Ήこともあるかもしれません。
ౙ຾研究のޱࢁ氏が発表したのは、ّอ৳ޗ氏が

オーガナイζしたʮ時間波形の数理生物学ʯのシンポ
ジウムでした。このシンポジウムの講演者は、実験生
物学者のޱࢁ良จ氏の他に、インシュリンにରする応
౴について理論と vivo実験をซ用するٱอాߒ行氏、
ཪ੠のようなԻ੠について実験と時ྻܥ解ੳをల開す
る上ߐऱ࢙҆氏、ͦして数理生物のّอ氏と、発表者
のバックグラウンドも多༷で、内༰的にもバランスが
取れていたように思いました。バランスという఺では、
講演者にঁੑ研究者が含まれていればなお良かったと
思いますが。
また今回は、ਂ層学शなどを用いたデータドリϒン
の研究発表にも面白いものがたくさんありました。例
えば、シンポジウムʮデータに基づく細胞・組織生物
学ʯのࣲాୡ෉氏は、細胞ੑ೪ەが生Έ出す進行波の
ようなෳࡶなύターン形成のオリジンはԿか、という
ことについて発表されました。ͦの中で、比ֱ的シン
プルなシグナル఻ୡܥモデルにରしてデータ同化を
行って、データをਫ਼౓良く࠶現するύラメータをਪ定
していました。同じシンポジウムで話された澤Ҫ఩氏
はҟなる細胞छのӡ動と形態の関܎について、自身の
グループの実験と理論を組Έ合わせた発表をしていま
した。۩体的には細胞ੑ೪޷、ە中ڕ、ٿέラトαイト

のͦれͧれの動き方と形態の関܎を、フΣーζフィー
ルドモデルとਂ層学शによって໌らかにされました。
個人的にはデータドリϒンの研究というと、ఱ気༧報
のようなෳࡶシミュレータの研究のことをイメージし
ていました。ࣲా氏、澤Ҫ氏の研究のような、比ֱ的
簡単な数理モデルとデータを組Έ合わせたアプローチ
について私もߟえていきたいと思いました。

3. ษڧになった受賞講演
　今回の大会では、日本数理生物学会研究঑ྭ賞受賞
者のਫ本࣏ݑ氏、ࢁಓਅ人氏、ߐՆ༸一氏、立໦༎໻
氏の講演、ͦして大ٱอ賞受賞者の૿ా直ل氏の講演
が行われました。受賞講演は、大会の参加者は全員聴
いていると思いますので、঺հをলきます。օさんの
受賞講演の前には、受賞理由のアナウンスもありまし
た。私は、自分 (40代)と΄΅同じ年ྸである૿ా氏の
100報をこえる論จ業੷にѹ౗されつつ、ෳ数の分野
でͦれͧれ多数の業੷をあ͛られていることに感໏を
受けました。私自身は 20代のࠒから生物のリζムに
ຯがあって、΄΅リζムの研究だけをଓけてきましڵ
た。ۙい人にʮ܅はリζムにしかڵຯがないからな͊ʯ
とݴわれたりする΄どです。これまでのことは、自分
で重要だと৴じた研究を行なってきただけなので良い
のですが、一方でෳ数の分野にͦれͧれ೤中する研究
生活というのもָしͦうだな͊と、講演をฉきながら
感じました。ͦの後、所ଐ機関や他の方のॿけもあり、
今年のはじめから経ܥࡁのデータϕースの会社にिに
一౓通うことになりました。これによってෳ数の分野
でたくさん論จを書けるようになるのか、あるいはア
Χデミアをはなれて大ۚ࣋ちになるのか分かりません。
ですが今回の受賞者の方々の講演は私にとって、全く
ҧう分野にチϟレンジしていこうと思うきっかけとな
りました。受賞講演の後には、ܙ比णのϏールԂで࠙
親会が行われָしい時間をա͝しました（ਤ 1）。

4. あとがき
　今回の大会の参加者のօさまは、大会をΤンジョイ
されましたでしょうか。私は大会実行委員としてプロ
グラム編成には関わりましたが、ͦれ以外のことは΄
とんどԿもしていません。会৔のઃӦや当日の受付な
ど、ॾ々の४උとӡӦをされた実行委員のメンバーや
東工大の社会人学生やൿ書の方、また、ৗにসإをた
やさず大会実行委員長として実行委員会を力ڧくͻっ
ͺられた中丸氏にこの৔をआりて感謝いたします。
このߘݪは、新ܕίロナの感染֦大により૯理大ਉ
がඇৗࣄ態એݴが出してから 3日後の 2020年 4月 10

日に書いています。東工大の大会のように、̍つの৔
所に研究者が集まって自由ᮣୡに議論ができる日がૣ
く໭ることをいのっております。
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感じました。ͦの後、所ଐ機関や他の方のॿけもあり、
今年のはじめから経ܥࡁのデータϕースの会社にिに
一౓通うことになりました。これによってෳ数の分野
でたくさん論จを書けるようになるのか、あるいはア
Χデミアをはなれて大ۚ࣋ちになるのか分かりません。
ですが今回の受賞者の方々の講演は私にとって、全く
ҧう分野にチϟレンジしていこうと思うきっかけとな
りました。受賞講演の後には、ܙ比णのϏールԂで࠙
親会が行われָしい時間をա͝しました（ਤ 1）。

4. あとがき
　今回の大会の参加者のօさまは、大会をΤンジョイ
されましたでしょうか。私は大会実行委員としてプロ
グラム編成には関わりましたが、ͦれ以外のことは΄
とんどԿもしていません。会৔のઃӦや当日の受付な
ど、ॾ々の४උとӡӦをされた実行委員のメンバーや
東工大の社会人学生やൿ書の方、また、ৗにসإをた
やさず大会実行委員長として実行委員会を力ڧくͻっ
ͺられた中丸氏にこの৔をआりて感謝いたします。
このߘݪは、新ܕίロナの感染֦大により૯理大ਉ
がඇৗࣄ態એݴが出してから 3日後の 2020年 4月 10

日に書いています。東工大の大会のように、̍つの৔
所に研究者が集まって自由ᮣୡに議論ができる日がૣ
く໭ることをいのっております。

ୈ̎̕回 日本数理生物学会 参加報告ه 7

ਤ 1 ࠙親会の༷子
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【第 1回 数理生物研究 × 計算機】

計算機環境を構築しよう！

一ノ瀬元喜 ∗，宮川大樹 †

!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

1. はじめに

今号から数理生物学研究に役立つ計算機1)の利用方
法というスタンスで何回か記事を書かせていただくこ
とになりました．Python初心者の数理生物の研究者
を想定した記事にしたいと思っています．私のところ
の学生の宮川大樹さんと共に書いていきます．よろし
くお願いします．連載は，今号を含め 5回の予定です．
まだ具体的な予定はたっておりませんが，いくつかの
号では，知り合いの計算機が得意な人に記事の執筆を
お願いするかもしれません．
私自身は，情報科学で博士号を取得しましたので，

数理生物の研究からは離れたところからきておりま
す．数理生物学会で，これまでに自分が発表した回数
も数回しかありません．発表または聴講で参加すると
きは，主に行動のセッションにいるはずです．従いま
して，私が紹介できる計算機の利用方法は数理生物研
究の中で非常に偏った情報になるかもしれませんが，
ご容赦ください．
さて，この連載で今のところ取り上げようと思って

いる話題は，計算機環境の構築（今号），力学系の数値
計算，個体ベースモデル2)，ネットワーク分析，デー
タ解析などです．連載で扱わないような話題について
は，適宜，参考文献・サイトを示して行ければと思い
ます．さて早速ですが，今回は数理生物研究に役立つ
計算機の利用方法の第 1回目ですので，準備として計
算機環境を整えることから始めましょう．

∗静岡大学学術院工学領域
†静岡大学大学院

1)本連載では，コンピュータと呼ばずに計算機と呼んで
いくことにします．

2)数理生物の人は個体ベースモデル（Individual-Based

Model; IBM）で，計算機の人はエージェントベース
モデル（Agent-Based Model; ABM）と呼び方に違
いがあるのを前から不思議に思っています．後者の概
念の方がやや広いと思いますが，数理生物研究で使わ
れるときは，同じ意味だと私は思っています．本連載
では，個体ベースモデルという呼び方で統一します．

2. Python環境の構築
2.1 Anacondaのインストール
ここでは，計算機環境を整えて，ご自身で作られた
数理モデルのシミュレーションを実行したり，数理解
析（の一部）を計算機にやってもらうことを想定して
いるわけですが，いずれにせよプログラミングが必要
になるので，使う言語の選択をしなければなりません．
プログラミング言語の習得になるべく労力をかけたく
ないなら，（新しくて使いやすい言語は次々出てきます
ので，また 10年したら話が変わるかもしれませんが，）
今は Pythonの利用をお勧めします．何らかのプログ
ラミング言語に触れたことがある方なら，Pythonで書
かれたプログラムの内容は容易に理解できるはずです．
ということで，Pythonを使うことを前提に話を進

めていきます．まずは，Pythonの計算機へのインス
トールです．Pythonは，本体に目的に応じたパッケー
ジ（例えば，統計解析，画像処理，機械学習等）を追
加で導入することで，とても便利に使えます．最初に
Pythonだけ入れて，あとは必要に応じてパッケージ
を入れるといった地道なインストールを始めとして，
いろいろなインストール方法が考えられますが，ここ
でお勧めする方法はAnacondaを使ったPython環
境全部まるっと一括インストールです．Anacondaを
インストールすると，Pythonでプログラム開発する
にあたって，その管理も含めて，だいたい必要となる
ものが，全部インストールされます．もちろんPython

本体自体もインストールされます．
では，Anacondaのインストールを簡単に説明しま

す．ここではOSはWindowsを前提に，2020年 3月現
在の情報を基に話を進めていきます．Anacondaの公式
ページ [1]から Individual Edition3)の下の「Download

Now」のボタンを押します．開いたページからPython

3.7 version4)の「Download」ボタンを押して，実行ファ
イルをダウンロードしてください5)．ファイルのダウ

3)ちょっと前までは，Anaconda Distributionという名
前でしたが，Individual Editionに変わりました．

4)Python 2.7 versionは選ばないように．Python3系と
2系は文法等にいろいろ違いがあります．本連載では
3.7の 3系を基に記事を書いていきます．

5)Downloadボタンを押すと勝手に 64-bitバージョンが
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ンロードがྃ׬したらその実行ファイル（Anaconda3-

***-***.exe）をダϒルクϦックするとインストーラー
がىಈしますので，ॱにボタンを押して進めていって
「Finish」までたどりணいたらインストールはྃ׬で
す6)．参考のため，ൺֱ的೔෇けの新しい Anaconda

のインストール記事のページ [2]を載せておきますの
で，分からなくなったらご参রください．
ちなΈに，全部まるっと一ׅではなく，Python本
体と必要最খݶのもの（Python+conda+最খݶパッ
ケージ）だけインストールしたいということであれば
Anacondaの最খ構੒൛であるMinicondaを入れると
よいでしょう．Minicondaのインストールにؔしては
۝大の໺下ઌ生のページ [3]がとてもৄしいのでそち
らをご参রください．また໺下ઌ生の「数理生物学ԋ
習 2019」のページでは，本連載よりもかなりৄしく数
理生物研究における Pythonの利用方法が๛෋なコー
ド෇きで載っておりますので，より参考になるでしょ
う [4]．

2.2 Jupyter Notebookのར༻ํ๏
Anacondaがインストールされたら，早速Pythonで
プログラムを始めましょう．ੲながらのプログラミン
グ言語では，何๭かのエデΟタ上にプログラムを書き，
それをターミφル（あるいはコϚンドプロンプト）上
でコンパイルして実行という手ॱを౿Έますが，ここ
では Jupyter Notebook（Ҏ後，たまにলུして単に
Jupyterと呼Ϳ）を使ってプログラムを作੒・実行し
ていきます．
Jupyterはϒϥ΢β্Ͱ動͢࡞るϓϩάϥϜのର࿩

੒ɾ࣮行環境です．Mathematicaのノートϒック࡞ܕ
を使ったことがある人なら，使い方はだいたいそれと
同じなので大ৎ෉なのですが，ここでは初めて使う৔
合を想定してもうগしৄしく説明していきましょう．
まず準備として，デスクトップにbiomathPythonと
いうフΥルダを新ن作੒しておきましょう．今後はこ
こに Jupyterで作੒したプログラムをอଘしていきま
す．習うより׳れろで，早速 Jupyterをىಈしてプロ
グラムを書いてΈましょう．まずWindowsΩーを押し
ます（もしくは，同じことですが画໘ࠨ下のWindows

ボタン（スタートボタン）をクϦックします）．そう
するとࡧݕのςΩストボックスに文ࣈを入れられるよ
うになると思うので，そこでAnacon....と్中までଧ
てば，Anaconda Navigatorが出てくると思います
ので，それをクϦックするとਤ 1のような画໘がىಈ
します1)．

ダウンロードされるはずなので，よ΄どݹい計算機で
なければそのままで大ৎ෉なはず．

6)ただし，Ϣーβ名に全֯文ࣈ（೔本語）やۭനが含ま
れているとすんなりインストールできないかもしれま
せんので，ご஫意ください．

1)もしくは，WindowsΩーを押すと，インストールされ

ਤ 1 Anaconda Navigatorの中の Jupyter Notebook

ਤ 1の画໘が出てきたら，ਤ中のࠇい࢛֯でғんだ
Jupyter Notebook2)の「Launch」ボタンをクϦックし
てください．ϒラウβが開き，その中にਤ 2のような
Jupyterのϗーム画໘がىಈします．何もઃ定していな
いとCドライϒ௚下のフΥルダ（デΟレクトϦ），ファ
イルがݟえていると思います．このままプログラムを
作੒すると，この৔ॴに Jupyterؔ連のファイルがで
きてしまうので，DesktopをクϦックし，さらにさき
΄ど作੒した biomathPythonフΥルダをクϦックし
て，そこにҠಈしましょう（ਤ 3の࢛֯でғんだ৔ॴ
にҠಈします）．次はϗーム画໘ӈ上の「New˝」を
クϦックし，その中から「Python 3」を選びます（ਤ
3の໼ҹが示すところ）．するとNotebookが開いて，
コードを入力することができるようになります．

ਤ 2 Jupyter Notebookのϗーム画໘

Notebookの画໘はਤ4のようになっていると思いま
す．In [　]:というԣの࢛֯のところにΧーιルが఺໓
しているঢ়ଶになるかと思いますが，その৔ॴが「セ
ル」と呼ばれる入力フΟールドです．では，そこにਤ

ているΞプϦがいろいろと出てくると思いますので，
その中から「A」のところにあるはずの，Anaconda

3 (64-bit)をクϦックし，Anaconda Navigatorを
クϦックしても同じことができます．

2)ྡりに JupyterLabというのがあり，これは Jupyter

Notebookの後ܧ൛で Jupyterからいろいろ機ೳが֦
ுされており，便利なのですが，本連載では Jupyter

Notebookの方を使います（Jupyterの方が私が׳れ
ているため，というだけの理༝）．
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5のように全て൒֯で 1+1と入力します．この計算を
実行するには ShiftΩーを押しながら EnterΩーを押
します．すると，Out[1]:のところに 2という݁Ռが出
て，さらにΧーιルがその下に出てくる新しいセルに
Ҡಈします3)．

ਤ 4 Notebookの画໘

ਤ 5 プログラムの実行画໘

では最後に，このNotebookܗ式のプログラムコー
ドをอଘしてΈましょう．Jupyterでは一定࣌ؒごと
にプログラムが自ಈอଘされています．そのࡍのファ
イル名はਤ 5の画໘の一൪上にあるように「Untitled」
（つまり，名前がないঢ়ଶ）としてอଘされています．
名前をつけてอଘしたければそこの「Untitled」の部
分をクϦックしてください．そうすると「Untitled」の
部分がฤूできるঢ়ଶとなりますので，そこを例えば
「Test」という名前に書き׵えれば，Test.ipynbという
ファイル名（֦ுࢠ「.ipynb」が JupyterのNotebook

式のファイルであることを示しています）に上書きܗ
3)Shift+Enterの୅わりにCtrl+Enterを押すと，次の
セルにҠらずにそのセル中で実行されます．また実行
は画໘の上の方にあるRunというボタンを押しても
実行できます．

されて自ಈอଘされます1)．
おまけです．ਤ 5 の画໘ࠨ上の「File」を選んで

「Download as」をクϦックすると，༷々なܗ式で作
੒したプログラムがダウンロードできます．例えば
「Python (.py)」を選んでダウンロードすれば，ターミ
φル上で実行できる Pythonのプログラムファイルと
なりますし，「HTML (.html)」を選んでダウンロード
すれば，ϒラウβ上でӾཡできる HTMLファイルと
なります．後の෇࿥ 1.で説明するMarkdownなどを
用いてNotebookをݟやすいܗでまとめてHTMLܗ式
でダウンロードすれば，ଞの人に഑෍してΈてもらう
࣌に便利なݟやすいܗとなります．
また Jupyterを使っているうちに，ϚウスでΧνΧ
νするのすら，だんだん໘౗くさくなってきます．そ
のࡍは，ΩーボードショートΧットを使えば，よりշ
適に作ۀできます．JupyterのショートΧット一ཡの
参考Ϧンクを 1つ載せておきますので，必要になって
きたらご参রください [5]．

3. ϓϩάϥϛンάૅج

Pythonを理解するのに最௿ݶ必要となりそうな事
߲を実ࡍに手をಈかしながら理解してもらいたいと思
います．Ҏ下の 3つの߲目に分けて説明していきます．
(1) 簡単な計算とϦスト（basic-list.ipynb）
(2) 文とؔ数（control-function.ipynb）ޚ੍
(3) グラフ（graph.ipynb）
それͧれ Jupyter用のファイル（上記の***.ipynb）
を用意しました．3 つのファイルはこの連載用に用
意した GitHub においてあります．GitHub が分か
らなくても大ৎ෉です．ϒラウβを開いて，https:

//github.com/igenki/biomathNL にΞクセスしてく
ださい．するとそこに上記 3 つと次のઅで用いる
Lotka-Volterra image.ipynbの計 4つのファイルがお
いてあるのがݟえるはずです（ਤ 6）．ਤ 6の໼ҹで
示した「Clone or download」をクϦックして出てき
たϦンクから「Download ZIP」をクϦックして 4つ
がまとまった zip ファイルをダウンロードします2)．
biomathNL-master.zipという名前でダウンロードさ
れますので，その zip ファイルを解ౚします．解ౚ
してできた biomathNL-masterフΥルダにҠಈし，そ
の中の4つの ipynbファイル（basic-list.ipynb，control-
function.ipynb，graph.ipynb，Lotka-Volterra image.ipynb）
をデスクトップのbiomathPythonフΥルダにҠಈさせ
てください．これで準備が整いました．
まずは，basic-list.ipynbからです．Jupyterのϗー

上の「File」を選んで「Rename」を選んでも同じࠨ(1
ことができます．

2)ӈクϦックで 1つ 1つダウンロードしようとすると
ファイルܗ式が変わるので，おそらくうまく行きませ
ん．
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ਤ 3 Python 3ファイルの新ن作੒

5のように全て൒֯で 1+1と入力します．この計算を
実行するには ShiftΩーを押しながら EnterΩーを押
します．すると，Out[1]:のところに 2という݁Ռが出
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ਤ 4 Notebookの画໘

ਤ 5 プログラムの実行画໘
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式のファイルであることを示しています）に上書きܗ
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されて自ಈอଘされます1)．
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3. ϓϩάϥϛンάૅج
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//github.com/igenki/biomathNL にΞクセスしてく
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function.ipynb，graph.ipynb，Lotka-Volterra image.ipynb）
をデスクトップのbiomathPythonフΥルダにҠಈさせ
てください．これで準備が整いました．
まずは，basic-list.ipynbからです．Jupyterのϗー

上の「File」を選んで「Rename」を選んでも同じࠨ(1
ことができます．

2)ӈクϦックで 1つ 1つダウンロードしようとすると
ファイルܗ式が変わるので，おそらくうまく行きませ
ん．
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ਤ 6 GitHubの画໘

ム画໘（ਤ 3 のこと．ਤ 4 とはผのタϒやウΟンド
ウにあるはず）に໭ると biomathPythonフΥルダに
basic-list.ipynbがあるはずですので，それをクϦック
すれば，basic-list.ipynb が Jupyter で開くはずです．
コードはطに書いてあります．#をつけたものはコϝ
ントです．ଞのプログラミングのݧܦがଟগある人な
らコϝントをݟればそのコードが何をやっているかは
ਪଌできると思いますので，内容がだいたいわかった
ら Shift+Enterを押して，実行してΈましょう（ファ
イルにはطに実行݁Ռもついているのですが，自分で
も 1つ 1つ実行してΈましょう）．݁Ռを֬ೝしたら，
次のセルにいって同じことをしましょう．あとはこれ
を܁りฦして行ってください．必要ないところは適宜
ඈばして行ってもらえれば大ৎ෉です．
次は，੍ޚ文とؔ数（control-function.ipynb）です．
これも同༷に Jupyterで開いて，コϝントをݟながら，
にଧってあるコードを理解しながら実行していけばط
大ৎ෉です．1つだけ஫意఺をڍげておきます．プログ
ラムでは処理のかたまりのことはϒロックと呼ばれま
す．C言語や Javaなどでは {}でڬまれたところがϒ
ロックとなります．PythonͰはɼ͜のϒϩοΫをイ
ンσントʢۭനจࣈによるࣈԼ͛ʣによっͯࢦఆしま
す．つまり，ある if文が適用されるൣғは，1レベルの
インデントをࢦ定した次の行から，そのインデントが
なくなるところの 1つ前の行までとなります．言༿で
書くとなかなか೉しいので，control-function.ipynbの
コードをݟてください．例えば，ifの行の次の文はイ
ンデントで 1レベル下がっています．この 1レベル下
がったところがଓいているؒが ifの৚݅が౰てはまっ
た࣌に適用されるϒロックとなります．このインデン
トのレベルをؒ違うと，プログラムが自分の意ਤとは
違うಈ作をしてしまいますので，ؾを෇けてください．
Jupyterなどでは ifや forを書いた後にվ行すると自ಈ
でインデントをつけてくれますので，便利です．
さて，最後の 3つ目は，グラフです．graph.ipynbを

Jupyterで開いて実行してΈてください．いくつかの
グラフが作੒されると思います．ここも஫意఺は 1つ
だけです．%matplotlib inline という 1行が最初に書
いてありますが，これは Jupyter内（ϒラウβ画໘の

中）で画像を表示（インライン表示といいます）する
ために必要です．matplotlibはグラフなど，ՄࢹԽの
࣌に用いるPythonのライϒラϦです．
よりৄしい Pythonの入໳にؔしては，ژ౎大学の

喜ଟ一ઌ生がແྉで公開されているプログラミングԋ
習のࢿྉなどをごཡください [6]．また後の෇࿥ 2.で
紹介するGoogle Colaboratoryを用いた Pythonの入
໳についてはChainer（Pythonで記ड़された機械学習
用のライϒラϦ）のTutorialにある「Python入໳」[7]
をಡめば本記事よりもৄࡉに Pythonの基ૅが理解で
きると思います．

4. ϩトΧ–ϰΥルςϥのั৯ऀ–ඃ৯ऀϞ

σルの数஋計算とը૾ग़ྗ

3.અで説明したプログラミングの知ࣝだけを用い
て最後に数理生物にؔ܎のある話題を 1つやってΈま
しょう．ここではロトΧ–ϰΥルςラのั৯者–ඃ৯者
モデルを数値的に解き，その݁Ռをグラフで表します．

dx

dt
= ax−bxy,

dy

dt
= cxy−dy

(1)

という方ఔ式をΦイラー法を用いて解きます1)．
Lotka-Volterra image.ipynbを Jupyterで開いてく

ださい．最初の 3 行はインライン表示と必要なパッ
ケージの importです．それҎ߱のプログラムの本体部
分をιースコード 1にൈき出しました．

ιースコード 1 Lotka-Volterra image.ipynbの本体部分
1 # Lotka-Volterra方ఔ式に必要なਖ਼の定数のએ言
2 a = 1
3 b = 0.01
4 c = 0.02
5 d = 1
6

7 # xと yの初ظ値
8 x0 = 20
9 y0 = 20

10

11 # Φイラー法の࣌ؒ෯は 1/200とする
12 nt = 200
13 dt = 1/nt
14

15 MAXT = 20 # ࣌ؒの最大値
16 MAX_STEP = MAXT * nt # スςップの最大値
17

18 # 変数x, yはスςップ s におけるx,
yの値をอ࣋し，ຖスςップߋ新する

19 s = 0
20 x = x0

21 y = y0

1)計算ࠩޡにはؾを෇けましょう．
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22

23 # プロットに使うxと yの値をอ࣋するϦスト
24 x_list = [x0]
25 y_list = [y0]
26

27 for i in range(MAX_STEP+1):
28 # Φイラー法の実ࢪ
29 x_ = x + (a*x - b*x*y)*dt
30 y_ = y + (c*x*y - d*y)*dt
31 x = x_

32 y = y_

33 s += 1
34

35 # 10回に 1౓プロット
36 if s%10 == 0:
37 # 現在のx,yをプロット用Ϧストに追加
38 x_list.append(x)
39 y_list.append(y)
40

41 t_array = np.arange(0, (MAX_STEP+1)/nt,
dt*10) # ԣ࣠用の഑ྻ

42 plt.plot(t_array, x_list, c="green",
label=’x’) # xのプロット

43 plt.plot(t_array, y_list, c="red", label

=’y’) # yのプロット
44 plt.legend() # ຌ例の表示
45 plt.savefig(’Lotka-Voltera_euler.png’) #

ਤのอଘ
46 plt.show()

x,yをそれͧれඃ৯者の個体数，ั৯者の個体数と
し，その初ظ値をどちらも 20とします．4つの܎数を
それͧれ a=1,b=0.01,c=0.02,d=1とします．Φイ
ラー法の࣌ؒのࠁΈ෯は ∆t=1/200とします．あと
は for文の中で式 1をࠩ分Խした式を用いて࣌ؒをど
んどん進めていくだけです．࣌ؒ tでの xと yの値は，
x listと y listのϦストに追加していき（10スςップに
1回，値を追加するようにしています），計算がऴྃ
したら（t=20にୡしたら），xと yの࣌ؒ変Խの༷ࢠ
がプロットされます（ਤ 7）．
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ਤ 7 ݁Ռのグラフ

今回はこれでऴわりです．次回からはもうগしෳࡶ

なプログラムを扱っていきたいと思います．なお，さ
らなる情報としてҎ下の෇࿥をつけました．ڵ味があ
る方はごཡになってください．

෇ ࿥

෇࿥ 1. Markdownのར༻
Jupyterを利用していてྑいところは，「コード」，「実

行݁Ռ」，「グラフ」，「ϝモ」が同࣌に 1つのファイルで
れる，つまり，「ノート」のように情報を整理できるݟ
ところです．最後の「ϝモ」とは何のことを言ってい
るのか．これは例えば，上記で使った basic-list.ipynb

を開いていただくとਤA1がݟれますが，これの最初の
「簡単なプロϒラム」というところをࢦしています．こ
れはMarkdownという記法を使って「簡単なプロϒ
ラム」というݟ出しを作って表示させています．これ
も習うより׳れよで早速やってΈましょう．Python 3

の新しいページを開くとਤA2のようなNotebook画໘
が出ますが，ここで，ਤA2の上の「Code　˝」とい
うところから「Markdown」を選びます．するとセル
のࠨଆの In[　]:がなくなって，セルがコードではなく
Markdownを書くモードになって，ϝモ書きを書ける
ようになります1)．ࢼしにセルをMarkdownモードに
した後でਤA3の上のように書いて実行（Shift+Enter）
すると，ਤA3の下のような表示となり，#の数に合わ
せて文ࣈの大きさが変わる「ݟ出し」を表現するもの
となります．Markdownではもちろん「ݟ出し」Ҏ֎
にも文ࣈをଠくしたり，Օ৚書きにしたり，表を作った
りといった༷々なことができます．1つ参考Ϧンク [8]

を෇けておきますので，Markdownをۦ使して，きれ
いに情報を整理した「ノート」を作ってプログラムを
管理してΈてください．

ਤ A1 basic-list.ipynbの画໘

෇࿥ 2. Google Colaboratoryのར༻
ちょっとしたことなら，もはやAnacondaをインス
トールせずともJupyter Notebookが使えます．それが
Google Colaboratoryです．Google Colaboratoryはそ

1)ΩーボードのショートΧットでも྆者のモードを੾り
ସえれます．セルを選択した後，Escを押してからm

を押せばMarkdownモードになり，セルを選択した
後，Escを押してから yを押すとCodeモード（プロ
グラムをଧつモード）になります．
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を開いていただくとਤA1がݟれますが，これの最初の
「簡単なプロϒラム」というところをࢦしています．こ
れはMarkdownという記法を使って「簡単なプロϒ
ラム」というݟ出しを作って表示させています．これ
も習うより׳れよで早速やってΈましょう．Python 3

の新しいページを開くとਤA2のようなNotebook画໘
が出ますが，ここで，ਤA2の上の「Code　˝」とい
うところから「Markdown」を選びます．するとセル
のࠨଆの In[　]:がなくなって，セルがコードではなく
Markdownを書くモードになって，ϝモ書きを書ける
ようになります1)．ࢼしにセルをMarkdownモードに
した後でਤA3の上のように書いて実行（Shift+Enter）
すると，ਤA3の下のような表示となり，#の数に合わ
せて文ࣈの大きさが変わる「ݟ出し」を表現するもの
となります．Markdownではもちろん「ݟ出し」Ҏ֎
にも文ࣈをଠくしたり，Օ৚書きにしたり，表を作った
りといった༷々なことができます．1つ参考Ϧンク [8]

を෇けておきますので，Markdownをۦ使して，きれ
いに情報を整理した「ノート」を作ってプログラムを
管理してΈてください．

ਤ A1 basic-list.ipynbの画໘

෇࿥ 2. Google Colaboratoryのར༻
ちょっとしたことなら，もはやAnacondaをインス
トールせずともJupyter Notebookが使えます．それが
Google Colaboratoryです．Google Colaboratoryはそ

1)ΩーボードのショートΧットでも྆者のモードを੾り
ସえれます．セルを選択した後，Escを押してからm

を押せばMarkdownモードになり，セルを選択した
後，Escを押してから yを押すとCodeモード（プロ
グラムをଧつモード）になります．
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ਤ A2 Markdownモードへの変ߋ

ਤ A3 Markdownのサンプル

の名の௨りGoogleが提ڙしているπールですが，これ
を用いるとAnacondaを自分のPCにインストールしな
くてもGoogleのԾ想Ϛシン上の Jupyter Notebook環
境がແྉで使えます2)．必要なのはGoogleのΞΧウン
ト（ʴネットにつながったϒラウβ）のΈです．Jupyter
Notebook環境ですので，使い方も同じです．参考Ϧ
ンク [9]をݟていただければす͙に分かります．ࢼしに
ಈかしてΈましょう．参考Ϧンクのように「ファイル」
から「ノートϒックの新ن作੒」を選びます．それで，
ノートϒックが開いたら，Lotka-Volterra image.ipynb

のコードをそのままؙっとコピペして，Shift+Enter

で実行してΈましょう．ロトΧ–ϰΥルςラのั৯者–

ඃ৯者モデルがプロットつきでColaboratory上でばっ
ちり実行できるでしょう．
ँࣙ
Ҏ下の方々（ܟশུ）は，本記事に目を௨してくだ

さったり，大変༗ӹなコϝントを下さいました．心よ
2)12࣌ؒ&90分ルールなどの੍ݶはもちろんあります．

りँײいたします．
ҏ౦ܒ（௕࡚大学），ݪ࡫࿨ढ़（名ݹ԰大学），ࢁࠤ
，（԰大学ݹ名）樹（ϏンΨムトン大学），ླ໦ྷ࣑߂
۝भ）࢘ߒ໺խయ（サイバーエージェント），໺下ߴ
大学），ؒ宮҆ಶ（静岡大学）
Ҏ下のฤूҕһの方々にも本記事をνェックしてい
ただきました．ありがとうご͟いました．
कాஐ，（静岡大学）ࢠ宮࡚ྙ，（静岡大学）ݑ一౻ࠤ
（静岡大学）
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卒業論文

田中萌子
関西学院大学理工学部生命科学科

寿命の長い動物はどうしてがんになりにくいのか

がんは DNAを担う情報が病的に変化して起きる。
DNAの複製や修復には、精度に限界があるため稀に
誤りを見逃し、自然変異が起きる。正常細胞ががん細
胞へ変化するには 1回ではなく多数の変異が必要であ
る。野外で長寿命をもつゾウやげっ歯類でとくに長寿
命のカピバラでは、がんを抑制する機構をもつ。他方、
ペット医療の発展に伴い寿命が伸びたため悪性腫瘍に
なるペットが増加し、現在、犬の死因の１位はがんで
ある。
本研究では、DNAの複製ミス抑制にコストがかか
る状況で進化すべきがんの比率、がんによる死亡率、
また環境が急に良くなったために生じるがんによる死
亡の増大について理論的に調べた。その結果、寿命が
長い動物は、がん化を抑制するためのメカニズムがコ
ストを支払って進化したこと、ペット化し生育環境が
良くなると、野生環境よりも寿命が長くなるが、がん
化率が上がること、などがわかった。

山本望海
関西学院大学理工学部生命科学科

アリのタスク分配 : 齢による切替えかカースト分化か

社会性昆虫であるアリの多くの種では、外敵との接
触などで危険が伴う外役のタスクを老齢の個体が、比
較的安全な内役のタスクを若齢の個体が行う。しかし、
ツムギアリは、はじめからサイズの異なる個体を作る
ことで生涯外役を行うワーカーと生涯内役を行うワー
カーに仕事を専門化するカースト制を取る。
本研究では、齢によるタスクの切り替えと、サイズ
を分けて専門化することとで、いずれがより効率良く
コロニーを繁殖できるかを調べた。ワーカーの働きに
よって得た総生産からワーカー補充のための資源を差
し引いたものが繁殖虫（新女王や雄）の生産に向けら
れるとする。外役ワーカーと内役ワーカーの最適サイ
ズが大きく違うときには、カースト分化が、その差が
小さく、外役と内役の死亡率の違いが大きい時には齢

による分化が有利であった。

松山由佳
関西学院大学理工学部生命科学科

皮膚におけるメラノサイトの動きとメラニンの集中
分布

人体で最大の臓器である皮膚の色は、メラノサイト
が合成するメラニンに左右され、メラニンは紫外線か
ら肌を守る。通常メラノサイトは遊走運動能を持つが、
強い紫外線やストレスにより移動が停滞する。移動が
停滞したメラノサイトが集合するとメラニンが過剰に
合成され、しみや肌のくすみの原因となる。
本研究では、メラノサイトの移動能力やメラニン生
産量、ターンオーバーなどが、しみや肌のくすみにど
う影響するかを調べた。細胞が並ぶ皮膚を考え、複数
のメラノサイトがいるとする。τだけ離れた場所の細
胞間でのメラニン量の相関係数を空間相関関数ρ (τ)

を計算する。それによる、しみができているかどうか
の判定をおこなった。メラノサイトの個数が多い程、
しみになる頻度が高くなり、排出する回数が多い程し
みになる頻度は低くなった。ターンオーバーによって
しみや肌のくすみを防ぐことができる。

沖山　海生
関西学院大学理工学部生命科学科

ピロリ菌の定着過程と胃がん発症のリスク

胃ガン化や胃潰瘍が起こる原因としてピロリ菌によ
る慢性的な炎症が影響する。また、ピロリ菌や炎症な
どには免疫力が関わっており、年齢ごとに変化する。
免疫力は 20歳をピークに徐々に減少するため、高齢者
は感染症を患うことが多い。
本研究では、ピロリ菌の定着過程の中で発生する慢
性的な炎症が胃がんの発症リスクに対して与える影響
を調べた。ピロリ菌数を x、炎症を y、としそれらの
微分方程式をたてた。感染の足場を、恒常性の破綻、
ピロリ菌の流出、乳酸菌数、NGAL、年齢などを考慮
した。発がんには、多ステップモデルを採用した。ピ
ロリ菌数と炎症、胃がん発生率の変化を調べると、免
疫力が低下した年齡から炎症やピロリ菌の増加が見ら
れ、定着した段階で発生率の上昇も確認できた。
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長田　୎໵
関西学院大学理工学部生命科学科

ニΩϏの発ୡと̐ͭのഽタイϓ

ニΩϏは、ໟ݀を中৺に起こる慢性的な炎症࣬患で、
その皮਄は皮ࢷの分ൻが多いإɾڳɾഎ中に޷発する。
ニΩϏは皮膚の炎症により引き起こされる。炎症は、
産生された皮ࢷに繁殖したアクω菌がओに関係する。
アクω菌から炎症にܨがるܦ࿏には、̎種類ある。本
研究において、ୈ１に、炎症を抑えるための因子の適
切な量的関係をղੳした。
また、ニΩϏ発生には体内のਫ分量と皮ࢷ量のバラ
ンスが関係し、そのバランスによってN肌、O肌、D

肌、DO肌という̐つの肌に分類される。安定した肌
状ଶになる時の、ਫ分量、皮ࢷ量に関係してくる因子
の適切な量的関係をղੳした。その結果、N肌が炎症
の஋が最も低く、N肌がҰ൪安定な肌状ଶであること
が確かめられた。

ࡊᐼ　ޱߔ
関西学院大学理工学部生命科学科

ωί໔Ӹෆશ΢イϧスの೔࿨ײݟછ

ωコは、あるウイルスに感染すると、それまでωコ
の体内でおとなしくしていたウイルスや細菌が増殖し
てಟ性を強め、༷々な症状を引き起こす事があり、೔
࿨見感染という。本研究では、೔࿨見感染が、ウイル
ス自਎にとって他のイΤωコ個体に感染できる数を最
大にするための適Ԡઓུの結果であるՄ能性を調べた。
࣍に、ウイルスが接触感染の場合と、空ؾ感染の場
合とでは感染動ଶとその結果が異なることをࣔした。
xをඇ感染ωコ数、yを感染ωコ数として、これらの微
分方程式をಋいた。空ؾ感染をする場合、ઈ対ີ度に
比ྫしてウイルスが感染するため、ඇ感染ωコのみに
なるか、ඇ感染ωコと感染ωコがڞଘするが、のいず
れかが生じる。とこΖが、接触感染をするときには、
感染個体の比率に比ྫしてウイルスが感染するため、
上̎هつに加え、ωコがઈ໓することが起きうる。

女ক大ࡃ
関西学院大学理工学部生命科学科

ϑΟンνのౡによる࣭ܗม化

ガラύΰスॾౡでは、μーウΟンϑΟンνのᅏのサ
イズが、生ଉするౡの環境や、ౡ内で生ଉしている他
種のϑΟンνの影響をडけて変化することが໌らかに
なっている。本研究では、ڝ૪する種の࣭ܗஔ׵につ
いて研究した。
̎種のϑΟンνのᅏの大きさを zとwとし、それͧ
れはҨ఻஋と環境஋の࿨と考えた。そして自然౫ଡを

かけ、Ҩ఻஋を引ܧいだ子ڙを作り、100ੈ୅γミϡ
レーγϣンを行った。生ଘ率は࣭ܗ஋が中ԝにۙい΄
ど高く、他種から࣭ܗがԕい΄ど高いとした。̎種の
૪ڝ。஋は中ԝ஋をආけて分化することがあった࣭ܗ
する種と࣭ܗ஋（ᅏの大きさ）がۙいと、े分にӤを
とれないので子ଙを࢒し೉くなるので、他種と異な
る৯物を利用するようになるためである。つまり、環
境やҨ఻だけではなく、他の種のଘ在も進化の原因に
なる。

੨୩ ஐ文
౦ژ理科大学　Ԡ用数学科　ੴ౉研究ࣨ

SVIRSϞσϧΛ༻いͨRS΢イϧスײછ症のϞσリ
ンά

RSウイルス感染症とは、RSウイルスによって引き
起こされるٵݺ器ܥの感染症で、ओに乳༮ࣇの間で流
行しており、ऴ生免疫が֫得されないことが஌られて
いる。࣏療๏としてはɼ発症ޙの対症療๏が中৺で、
༧防のためのワクνン։発は現在もଓけられている。
そこで、কདྷ的にワクνンの౤与を行えたࡍの RS

ウイルス感染症の఻೻を調べたい。本研究では、ະ感
染個体 SのҰ部がワクνン౤与によりワクνンが౤与
された個体Vへと変化するઌ行研究の SVIRモデルと
よ͹れるモデルに、免疫૕ࣦを取りೖれた SVIRSモ
デルを新たにఏҊし、モデルのج本࠶生産数をಋ出し
た上でඇ感染ฏߧ఺のہ所઴ۙ安定性৚݅を与えた。

田ޱ ༏ਅ
԰大学ݹ໊ 情報文化学部 自然情報学科 時田研究ࣨ

ଟࣗ༝度ඇઢܗਐ化ྗֶܥにおける૬࡞ޓ༻のਪ定

ۙ年ɼ༷々な࣬患の༧防や࣏療といった؍఺からɼ
௎内細菌૓のような大ن໛܈集の全༰ղ໌が଴たれて
いる。それに対する 1つのアプローνとしてɼ対Ԡす
る多自由度ඇ線ܗ進化力学ܥのύラメータをਪ定する
ことでɼ相ޓ作用をਪ࡯することから全༰ղ໌にد与
するख๏をݕ౼した。
のϚウス௎内細菌૓のデータを用いてਪ定をࡍ࣮
行った種間相ޓ作用行ྻがɼMay(1972)がղੳしたラ
ンμム行ྻにۙくなっていることがわかった。またɼ
この行ྻを用いたγミϡレーγϣンではɼランμム行
ྻを相ޓ作用にもつܥにҰൠ的に見られる結果が得ら
れた。
さらにɼ多自由度ܥにおいてɼύラメータਪ定のコ
ストを下げるために࿈ཱ微分方程式をそれͧれ୯Ұの
微分方程式に分離をしてਪ定を行うख๏がఏҊされて
いる。いくつかのඇ線ܗ力学ܥにそのख๏を適用しɼ
得られた結果の精度を比較することでɼ࣮データへの
Ԡ用Մ能性もূݕした。
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内Գ ྯಸ
౦๺大学 大学院情報科学研究科 情報ૅج科学専߈

ೖֶݧࢼഒ཰の年࣍ม動μイφϛクスؔ͢る਺ཧϞσ
ϧのڀݚ

進学におけるࢤ望ߍબ୒はɼडݧ生によるҙܾࢥ定
のయܕのҰつである。本研究ではɼ֤年度においてɼ
ある学ߍのडݧをબ୒するडݧ者のׂ合が最も大きく
なる学力஋がɼલ年度のその学ߍの合֨者の学力ฏۉ
஋に౳しいというԾ定の下でɼೖ学ݧࢼഒ率の年࣍変
動μイφミクスに関するૅج的な数理モデルを構ஙしɼ
ղੳを行った。この数理モデルについてはɼडݧഒ率
や合֨者学力ฏۉ஋がɼあるฏߧ஋に઴ۙすることが
ࣔされた。またɼडݧ者学力ฏۉ஋ɼ合֨者学力ฏۉ
஋のฏߧ஋がۃ大஋をもつ৚݅のଘ在もࣔされた。ड
大஋をとる৚݅と合֨者ۃ஋がߧ஋のฏۉ者学力ฏݧ
学力ฏۉ஋のฏߧ஋がۃ大஋をとる৚݅はҰகしない。
この結果はɼ学ڭߍ育の࣭を高める上でɼ合֨者学力
ฏۉ஋が高い方が望ましいという見஍にཱて͹ɼそれ
を࣮現する上でɼडݧ者学力ฏۉ஋をより高くするこ
とがɼ必ずしも適切なબ୒ࢶとはݴえないՄ能性をࣔ
ࠦしていると考えることもできる。

中Ҫو生
時田研究ࣨ　࠲ߨ԰大学大学院情報学研究科　多自由度γステム情報論ݹ໊

૬རతなඇઢܗਐ化ྗֶܥͰのั৯΍ίストが΋ͨΒ
͢ଟܕの૑ग़

アリとアϒラムγは、相利ڞ生のయܕ的なྫとして
よく஌られている。アリはアϒラムγが排出する؁
いຶ（؁࿐）をडけ取ることでワーカーの׆動Τωル
ギーに充౰し、アϒラムγはアリਵ伴のおかげでఱ敵
からのอޢサーϏスをڗडするという૒方向のメリッ
トである。しかし野外の全てのアリʵアϒラムγܥが
相利的関係ではなく、࣮ࡍはそもそもアリਵ伴をडけ
ないアϒラムγもいる。この原因には、アリਵ伴がア
ϒラムγにとって、メリットだけでなく生理的コスト
をもたらしていることが஌られている。ڞ生のཪにӅ
れたコストについて、ઌ行研究では、コスト߲として
Functional response をಋೖするモデルがఏҊされてき
たが、本研究ではʮ内的自然増加率ʯとʮڞ生相खの
༠引率ʯの間にトレーυオϑをಋೖした。さらにアリ
はີ度にґଘしてアϒラムγをั৯することが஌られ
ているので、これもモデルのԾ定に૊みࠐみ、ղੳを
行った。結果、r が高くなるにつれてアϒラムγฏߧ
個体数に複数回のサυルノーυ分ذが生じ、r が中間
஋のときฏߧ個体数が最も少なくなる場合があること
がわかった。つまりアϒラムγのʮアリにґଘするઓ
ུʯとʮ自力で増殖するઓུʯの多ܕ૑出を༧ଌする
結果となった。これは比較ূݕした、ั৯なしモデル
の、ʮr を小さくしてアリにґଘした方がฏߧ個体数は
多くなるʯという性࣭とは異なるものだった。またั
৯モデルでは、アリのアϒラムγ؁࿐ґଘ性がऑまる
と、アϒラムγが自力で生きていくࡍのϋーυルが下
がる、つまりʮアリがҰ్でない方が、アϒラムγが
生ଘしやすいʯという、ैདྷのڞ生ܥに対する見方と
はҰ見相൓する状況を༧ଌする結果が得られた。
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修࢜論文
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学会事務局からのお知らせ

!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

　1．2020年日本数理生物学会年次総会の報告

2020年の年次総会が日本数理生物学会年会（2020

年 9月 20日～9月 23日・名古屋大学）に合わせて開催
されます。詳しい日時と会場は未定ですので、追って
Biomath メーリングリストや Web ページなどでお知
らせします。
■議題（予定）

(1) 2021 年度，2022 年度の役員について
(2) 2019 年度決算および 2020年度予算
(3) その他

■報告事項（予定）
(1)その他

　2. 会費納入のお願い

日本数理生物学会の年会費は 2020年 1月～12月の
1年分で

正会員 3000 円/年
学生会員 2000 円/年

です。会員は数理生物学会年会の登録費割引の特典を
受けることもできます。また、会員は年会で発表する
ことができ、学会役員選挙において投票することもで
きます。今年度または過去の会費未納の方は、下記口
座への納入をお願いいたします。
【ゆうちょ銀行の振替口座】
口座番号:00820-5-187984

口座名称 (漢字):日本数理生物学会
口座名称 (カナ):ニホンスウリセイブツガッカイ
【ゆうちょ銀行以外から振込】
店名 (店番):〇八九 (ゼロハチキュウ) 店（089）
預金種目:当座口座番号:0187984

　3. 大久保賞候補者募集のお知らせ

2021年の大久保賞候補者の推薦のお願いをいたします。
大久保賞は，「非常に優れた新規性のある理論研究，

優れた概念の提案，困難な理論的課題の解決，理論と
データを統合して生物学を進めた研究者」に対して授
与されます。対象となる研究分野は，数理生物学，生
物数学，理論生物学および生物学的海洋学です。
大久保賞は，日本数理生物学会 (JSMB)と Society

for Mathematical Biology (SMB）とが共同で設立し
ています。大久保賞は「若手」研究者と「年長」研究
者に交互に授与されており，これまでの受賞者は以下
の通りです。
2019 Naoki Masuda, University of Bristol (junior)

2017 Yoh Iwasa, Kyushu University (senior)

2015 Joshua Plotkin, University of Pennsylvania (junior)

2013 Nanako Shigesada, Nara Women’s University (se-

nior)

2011 Michio Kondoh, Ryukoku University (junior)

2009 Hans Othmer, University of Minnesota (senior)

2007 Fugo Takasu, Nara Women ’s University (junior)

2005 James D. Murray, University of Washington (se-

nior)

2003 Jonathan Sherratt, Heriot-Watt University (junior)

2001 Simon Levin, Princeton University (senior)

1999 Martin Nowak, Institute for Advanced Study, Prince-

ton (junior)

2019年の受賞者である増田直紀氏については，2018年に
受賞発表がなされ，2019年の JSMB (東京工業大学)で受
賞講演が行われました。今回の 2021年大久保賞は「年長」
研究者を対象としており，2020年中に受賞者を決定した後，
2021年の SMBまたは JSMBの Annual meetingで受賞講
演を行うことが予定されています。
大久保賞の紹介, 若手の定義やより詳しい選考基準につい

ては以下の二つのサイトをご覧ください。
http://www.jsmb.jp/award/award02.html

https://www.smb.org/akira-okubo-prize/

推薦に必要な書類は以下の 4つになります。

• 候補者と推薦者の連絡先情報

• 候補者の資質と賞への科学的貢献を説明する４ページ
以内の文書

• 候補者のすべての刊行物を含む履歴書

• 他の学会員からの２通の推薦状

これらをPDFフォーマットで，SMBのSecretaryである
Dr. Ping Ye (Ping.Ye@sdstate.edu) さんと JSMBの事
務局の岩田 (siwata0@kaiyodai.ac.jp)に送ってください。
書類提出の締め切りは，当初の締切から延長されて 2020

年 5月 31日です。

過去の推薦で，受賞に至らなかった人も再推薦可能です（た
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だし，業੷リスト౳は要ߋ新）。どうͧよΖしくお願いします。
質໰がありましたら，岩田ޚ (siwata0@kaiyodai.ac.jp)

までޚԕྀなくお໰い合わせください。

　4. ঑ྭ賞候補者募集のお知らせڀݚ
日本数理生物学会 (JSMB)は，数理生物学に貢献をしている
本学会の若手会員の優れた研究に対して，研究঑ྭ賞を授与
しております。本賞は，҆定した৬にबいていない若手研究
者のキϟリΞΞッϓに資することをその目的のҰつとしてお
ります。本賞の受賞対象となる若手会員とは，学Ґऔಘ後，
࣮質的な研究歴を開࢝してから概Ͷ̓年以内の方ですが，出
ؒظなど，༷ʑなϥイフイϕントのための研究中அࣇҭ・࢈
にもे分഑ྀします。
この度，2020年（ୈ 15回）の候補者の推薦をお願いする

ことになりました。
研究঑ྭ賞の推薦にؔしては，候補者ࣗ਎がࣗ薦されて

も，他の方が候補者を他薦されてもߏいません。研究঑ྭ賞
の候補者をࣗ薦または他薦される場合について，次の書類を
(送෇先) まで༣送またはメーϧでお送りください。

(1) 推薦者の名લ，ॅॴ，ి࿩番号，ిࢠメーϧΞυϨス，
ॴଐ (ࣗ薦の場合はෆ要)

(2) 候補者の名લ，ॅॴ，ి࿩番号，ిࢠメーϧΞυϨス，
ॴଐ

(3) 業੷についての推薦者による؆୯な説明文，ٴびそれ
にؔ連するओ要論文̏ฤ以内のผ࡮またはίϐー

(4) 候補者の؆୯な履歴ɽただし，༷ࣜは໰わない。なお，
明記するのが๬ましいࢫ෇き৬である場合，そのظ৬が೚ݱ

(5) 候補者の研究業੷リストおよび数理生物学会での׆
ಈ歴
なお，候補者の業੷についてর会できる方２名までの氏

名・連絡先を記ࡌされてもߏいません。その方にあらか͡め
ྃ解をとる必要はありません。
日はظ 2020年 4月 30日を予定していますが状گにԠ͡

て延長もݕ౼しています。候補者の推薦をお଴ͪしておりま
す。また，過去の推薦で，受賞に至らなかった人も再推薦可
能です（ただし，業੷リスト౳は要ߋ新）。どうͧよΖしく
お願いします。ޚ質໰がありましたら，(送෇先) までޚԕྀ
なくお໰い合わせください。

(送෇先)

˟ 108-8477 東京౎ߓ۠ߓೆ 4-5-7

東京海洋大学 2号ؗ 305ࣨ
日本数理生物学会事務局װ事長 岩田ൟӳ
E-mail: secretary@jsmb.jp

˞PDFによるԠืも受け෇けます。
過去の受賞者（ॴଐは受賞時のもの）

2006年（ୈ̍回）: 若野༑Ұ࿠（東京大学)

2007年（ୈ２回）: 今ོॿ（九भ大学）, ੢Ӝത（長࡚大学)

2008年（ୈ̏回）: 大௬久（東京工業大学）
2009年（ୈ４回）: ۙ౻ྙ生（ཾ୩大学）, 中Ԭ৻࣏（東京
大学）
2010年（ୈ̑回）: 岩ݟਅޗ（JSTさきがけ，東京大学）,

手࿝ಞ࢙（JSTさきがけ, ๺海ಓ大学)

2011年（ୈ̒回）: খྛ๛（東京大学), ஥ᖒ߶࢙（京౎大
学）
2012年（ୈ̓回）: ,（๺海ಓ大学）ࢠڿ஛ࠤ 増田直紀（東

京大学）
2013年（ୈ̔回）: ೾ߐ野洋（九भ大学）, 大৿྄介（Weill

Cornell Medical College in Qatar）
2014年（ୈ̕回）: ໦݈（Nationalࡾ Taiwan University）,

（ਆಸ઒大学）޾口ࢁ
2015年（ୈ̍̌回）ɿՃ納߶࢙（東๺大学），中田行඙（東
京大学）
2016 年（ୈ̍̍回）ɿᅳ୩紀ྑ（ਆށ大学），ߐౡܒ介
（University of Alabama）
2017年（ୈ̍２回）ɿਫ本࣏ݑ（University of Georgia），ࢁ
ಓਅ人（東京大学）
2018年（ୈ̍̏回）ɿߐՆ洋Ұ（東京理科大学），立໦༎໻
（ट౎大学東京）
2019年（ୈ̍４回）ɿࠇ઒ॠ（ߴ知工科大学）

　5．Biomath ϝʔϦϯάϦετొ࿥のお願
い
日本数理生物学会では, 会員と会員でない数理生物学にؔ৺
をお࣋ͪの方ʑとの交ྲྀや情報交׵を目的とする, Biomath

メーリングリストをӡӦしています. Biomath メーリングリ
ストには, 学会や会員からのॏ要な情報 (大会情報, 内֎のࠃ
ެื情報, 研究会や定ྫセϛナーの情報, 学会賞の情報など)

が投ߘされますので, 日本数理生物学会に新規に入会される
ときには, 合わせて Biomath メーリングリストへの登録を
お願いしています. また, 会員の方でࡏݱ Biomath メーリ
ングリストに未登録の方にもͥͻ登録いただきますようにお
願いいたします. つきましては, 未登録の方には, お手数で
すが, 以下のいͣれかの方๏で Biomath メーリングリスト
へご登録ください.

(1) Biomath メーリングリストにࣗ分で登録するɿ
登録は本文も݅名もۭനのిࢠメーϧを biomathml-

subscribe@brno.ics.nara-wu.ac.jp にお送りいただく
と, ֬ೝメーϧがฦ送されます. それにฦ৴していた
だくと入会することになります.

(2) Biomath メーリングリストに登録するが, 登録࡞業は
事務局にしてもらいたいɿ
登録をر๬するిࢠメーϧΞυϨスを事務局までお知
らせください.

登録されたօ༷のిࢠメーϧΞυϨスはݫॏに؅理しま
す. 登録者以֎からは投ߘできないγスςϜになっておりま
すので໎࿭メーϧの৺഑もありません. ഑送ස度もिに 1 通
ఔ度となっております. その他, Biomath メーリングリスト
にؔしましては

http://jsmb.jp/biomath/biomath.html

に記ࡌしております. 合わせてご覧ください.

　6．事務త事項のお໰い߹Θせʹͭいͯ
入会, ୀ会のਃしࠐΈ, 会員情報 (ॴଐ, ॅॴ, ニューϨター送
෇先など)のมߋは,業務ҕୗ先の౔૔事務ॴ(bwa36248@nifty.com)

にご連絡ください. 会費の納入状گの֬ೝなどの事務的໰
い合わせにつきましても, ౔૔事務ॴまでお໰合わせくだ
さい. それ以֎の事߲につきましては, 事長の岩田ൟӳװ
（secretary@jsmb.jp）へお໰い合わせください.



18 JSMB Newsletter No. 91 (2020)

だし，業੷リスト౳は要ߋ新）。どうͧよΖしくお願いします。
質໰がありましたら，岩田ޚ (siwata0@kaiyodai.ac.jp)

までޚԕྀなくお໰い合わせください。

　4. ঑ྭ賞候補者募集のお知らせڀݚ
日本数理生物学会 (JSMB)は，数理生物学に貢献をしている
本学会の若手会員の優れた研究に対して，研究঑ྭ賞を授与
しております。本賞は，҆定した৬にबいていない若手研究
者のキϟリΞΞッϓに資することをその目的のҰつとしてお
ります。本賞の受賞対象となる若手会員とは，学Ґऔಘ後，
࣮質的な研究歴を開࢝してから概Ͷ̓年以内の方ですが，出
ؒظなど，༷ʑなϥイフイϕントのための研究中அࣇҭ・࢈
にもे分഑ྀします。
この度，2020年（ୈ 15回）の候補者の推薦をお願いする

ことになりました。
研究঑ྭ賞の推薦にؔしては，候補者ࣗ਎がࣗ薦されて

も，他の方が候補者を他薦されてもߏいません。研究঑ྭ賞
の候補者をࣗ薦または他薦される場合について，次の書類を
(送෇先) まで༣送またはメーϧでお送りください。

(1) 推薦者の名લ，ॅॴ，ి࿩番号，ిࢠメーϧΞυϨス，
ॴଐ (ࣗ薦の場合はෆ要)

(2) 候補者の名લ，ॅॴ，ి࿩番号，ిࢠメーϧΞυϨス，
ॴଐ

(3) 業੷についての推薦者による؆୯な説明文，ٴびそれ
にؔ連するओ要論文̏ฤ以内のผ࡮またはίϐー

(4) 候補者の؆୯な履歴ɽただし，༷ࣜは໰わない。なお，
明記するのが๬ましいࢫ෇き৬である場合，そのظ৬が೚ݱ

(5) 候補者の研究業੷リストおよび数理生物学会での׆
ಈ歴
なお，候補者の業੷についてর会できる方２名までの氏

名・連絡先を記ࡌされてもߏいません。その方にあらか͡め
ྃ解をとる必要はありません。
日はظ 2020年 4月 30日を予定していますが状گにԠ͡

て延長もݕ౼しています。候補者の推薦をお଴ͪしておりま
す。また，過去の推薦で，受賞に至らなかった人も再推薦可
能です（ただし，業੷リスト౳は要ߋ新）。どうͧよΖしく
お願いします。ޚ質໰がありましたら，(送෇先) までޚԕྀ
なくお໰い合わせください。

(送෇先)

˟ 108-8477 東京౎ߓ۠ߓೆ 4-5-7

東京海洋大学 2号ؗ 305ࣨ
日本数理生物学会事務局װ事長 岩田ൟӳ
E-mail: secretary@jsmb.jp

˞PDFによるԠืも受け෇けます。
過去の受賞者（ॴଐは受賞時のもの）

2006年（ୈ̍回）: 若野༑Ұ࿠（東京大学)

2007年（ୈ２回）: 今ོॿ（九भ大学）, ੢Ӝത（長࡚大学)

2008年（ୈ̏回）: 大௬久（東京工業大学）
2009年（ୈ４回）: ۙ౻ྙ生（ཾ୩大学）, 中Ԭ৻࣏（東京
大学）
2010年（ୈ̑回）: 岩ݟਅޗ（JSTさきがけ，東京大学）,

手࿝ಞ࢙（JSTさきがけ, ๺海ಓ大学)

2011年（ୈ̒回）: খྛ๛（東京大学), ஥ᖒ߶࢙（京౎大
学）
2012年（ୈ̓回）: ,（๺海ಓ大学）ࢠڿ஛ࠤ 増田直紀（東

京大学）
2013年（ୈ̔回）: ೾ߐ野洋（九भ大学）, 大৿྄介（Weill

Cornell Medical College in Qatar）
2014年（ୈ̕回）: ໦݈（Nationalࡾ Taiwan University）,

（ਆಸ઒大学）޾口ࢁ
2015年（ୈ̍̌回）ɿՃ納߶࢙（東๺大学），中田行඙（東
京大学）
2016 年（ୈ̍̍回）ɿᅳ୩紀ྑ（ਆށ大学），ߐౡܒ介
（University of Alabama）
2017年（ୈ̍２回）ɿਫ本࣏ݑ（University of Georgia），ࢁ
ಓਅ人（東京大学）
2018年（ୈ̍̏回）ɿߐՆ洋Ұ（東京理科大学），立໦༎໻
（ट౎大学東京）
2019年（ୈ̍４回）ɿࠇ઒ॠ（ߴ知工科大学）

　5．Biomath ϝʔϦϯάϦετొ࿥のお願
い
日本数理生物学会では, 会員と会員でない数理生物学にؔ৺
をお࣋ͪの方ʑとの交ྲྀや情報交׵を目的とする, Biomath

メーリングリストをӡӦしています. Biomath メーリングリ
ストには, 学会や会員からのॏ要な情報 (大会情報, 内֎のࠃ
ެื情報, 研究会や定ྫセϛナーの情報, 学会賞の情報など)

が投ߘされますので, 日本数理生物学会に新規に入会される
ときには, 合わせて Biomath メーリングリストへの登録を
お願いしています. また, 会員の方でࡏݱ Biomath メーリ
ングリストに未登録の方にもͥͻ登録いただきますようにお
願いいたします. つきましては, 未登録の方には, お手数で
すが, 以下のいͣれかの方๏で Biomath メーリングリスト
へご登録ください.

(1) Biomath メーリングリストにࣗ分で登録するɿ
登録は本文も݅名もۭനのిࢠメーϧを biomathml-

subscribe@brno.ics.nara-wu.ac.jp にお送りいただく
と, ֬ೝメーϧがฦ送されます. それにฦ৴していた
だくと入会することになります.

(2) Biomath メーリングリストに登録するが, 登録࡞業は
事務局にしてもらいたいɿ
登録をر๬するిࢠメーϧΞυϨスを事務局までお知
らせください.

登録されたօ༷のిࢠメーϧΞυϨスはݫॏに؅理しま
す. 登録者以֎からは投ߘできないγスςϜになっておりま
すので໎࿭メーϧの৺഑もありません. ഑送ස度もिに 1 通
ఔ度となっております. その他, Biomath メーリングリスト
にؔしましては

http://jsmb.jp/biomath/biomath.html

に記ࡌしております. 合わせてご覧ください.

　6．事務త事項のお໰い߹Θせʹͭいͯ
入会, ୀ会のਃしࠐΈ, 会員情報 (ॴଐ, ॅॴ, ニューϨター送
෇先など)のมߋは,業務ҕୗ先の౔૔事務ॴ(bwa36248@nifty.com)

にご連絡ください. 会費の納入状گの֬ೝなどの事務的໰
い合わせにつきましても, ౔૔事務ॴまでお໰合わせくだ
さい. それ以֎の事߲につきましては, 事長の岩田ൟӳװ
（secretary@jsmb.jp）へお໰い合わせください.
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　7．事務局࿈བྷઌ
事長װ 岩田ൟӳ (SHIGEHIDE IWATA)

会ܭ 中ؙຑ༝ࢠ (MAYUKO NAKAMARU)

事װ 大ઘ ྮ (RYO OIZUMI)

事װ 立໦༎໻ (YUUYA TACHIKI)

˟ 108-8477 東京౎ߓ۠ߓೆ 4-5-7

東京海洋大学学ज़研究Ӄ 岩田ൟӳ
E-mail: secretary@jsmb.jp

また, 業務のҰ෦ҕୗ先は次の通りです.

౔૔事務ॴ内 日本数理生物学会
˟ 603-8148 京౎ࢢ๺۠খࢁ੢Ֆ஑ொ 1-8

Tel: 075-451-4844 E-mail: bwa36248@nifty.com

　!ฤ集هޙ"
今号から，੩Ԭ大学のҰϊ੉تݩさんとٶ઒大थさんに，数
理生物学での Python のར༻の࢓方について，連ࡌ記事を
書いていただくことになりましたɽࢲのように，Python に
はڵຯがあるけれども，なかなか新しいϓログϥϜޠݴに手
を出せないでいる人たͪにも，とてもわかりやすい内༰に
なっていますɽ今回は，まͣ Anaconda をインストーϧし
て，ܭ算ڥ؀ػを੔͑ることですɽͥͻ，࣮ࡍに手をಈかし

て௅ઓしてΈてくださいɽ
また今号は，ྫ年通り，会員のօ༷からدせていただいた

ଔ業論文とम࢜論文の要ࢫをࡌܝしていますɽこのニュース
Ϩターには୹文だけをࡌせていますが，学会ホーϜページに
はもうগし長めのものもΞッϓローυしていますので，そͪ
らもご覧くださいɽ
今年の大会ҕ員長の時田ܙҰ࿠さんには，๯಄に大会案内

を書いていただきましたɽ会員のօ༷には，大会ホーϜペー
ジをਵ時チΣッΫしていただきますよう，お願いいたしますɽ
（౻ࠤ）

! "
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